
FC/FCoEスイッチモードの有効化

この章は、次の内容で構成されています。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチで FC/FCoEスイッチモードを有効にするには、feature-set
fcoeを設定する必要があります。

CiscoNexus9000シリーズスイッチでNPVモードを有効にする方法の詳細については、cisco.com
の Cisco Nexus 9000 Series NX-OS FC-NPV and FCoE-NPV Configuration Guideを参照してくださ
い。

（注）

• FCoE機能を有効にする（1ページ）
• FCスイッチングモードに関する注意事項と制限事項（1ページ）
• FC/FCoEの有効化 , on page 2
• FC/FCoEの無効化 , on page 3
• FCoEリンクの LANトラフィックの無効化（4ページ）
• FC-Mapの設定 , on page 5
•ファブリックプライオリティの設定, on page 6
•ジャンボMTUの設定（7ページ）
•アドバタイズメント間隔の設定, on page 7

FCoE機能を有効にする

FCスイッチングモードに関する注意事項と制限事項
•リリース 10.1(1)以降、FCスイッチモードは Cisco Nexus 93360YC-FX2でサポートされま
す。

•リリース 10.2(2)以降、FCスイッチモードは Cisco Nexus C9336C-FX2-Eでサポートされま
す。
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• FC/FCoE構成はロールバックをサポートしていません。FC/FCoE構成が存在する場合は、
ベストエフォートオプションを使用します。他のすべての構成は成功しますが、FC/FCoE
構成ではエラーメッセージが表示されます。

FC/FCoEの有効化
スイッチで FC/FCoEをイネーブルにできますが、VLAN 1で FCoEをイネーブルにすることは
できません。

または、Cisco NX-OSセットアップユーティリティに含まれている FCセットアップスクリ
プトを使用して、FC/FCoEを有効にすることもできます。詳細については、対応するバージョ
ンのCisco Nexus 9000シリーズ NX-OS基本設定ガイドを参照してください。cisco.comに掲載さ
れています。

Note

CiscoNexusデバイスのファイバチャネル機能はすべて、FCプラグインにパッケージ化されて
います。FC/FCoEを有効にすると、スイッチソフトウェアにより SAN_ENTERPRISE_PKG
FC_FEATURES_PKGライセンスのチェックが行われます。ライセンスが検出されると、ソフ
トウェアによりプラグインがロードされます。FCポートライセンスを有効にするには、パッ
ケージ FC_PORT_ACTIVATION_PKGが必要です。

FCプラグインのロード後は、次の 2つが使用可能となります。

•ファイバチャネルおよび FCoEに関するすべての CLI

•インストールされている拡張モジュールのファイバチャネルインターフェイス。

180日が経過すると、有効なライセンスが消失し、FCプラグインは無効となります。スイッチ
の次回リブート時に、すべての FC/FCoEコマンドが CLIから削除され、FC/FCoE設定が消去
されます。

Note

Before you begin

FC_FEATURES_PKG（N5010SSまたは N5020SS）ライセンスがインストールされていること
が必要です。次の表に、SANスイッチングのライセンス要件に関する詳細情報を示します。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# install feature-set fcoe
3. switch(config)# feature-set fcoe
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

機能セット FCoEをインストールします。switch(config)# install feature-set fcoeステップ 2

FC/FCoE機能を有効にします。switch(config)# feature-set fcoeステップ 3

Example

次の例は、スイッチで FC/FCoEを有効にする方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# install feature-set fcoe
switch(config)# feature-set fcoe

FC/FCoEの無効化
FC/FCoEを無効にすると、すべての FC/FCoEコマンドが CLIから削除され、FC/FCoE構成が
削除されます。

スイッチに FCポートがある場合、コマンド no feature-set fcoeは許可されません。スイッチに
FCポートがある場合は、このコマンドを発行する前に、それらをイーサネットポートに変換
する必要があります。Cisco Nexus C93180YC-FX、C9336C-FX2-E、および C93360YC-FX2ス
イッチでは、機能セット fcoeを無効にした後にスイッチをリロードする必要があります。

Note

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no feature-set fcoe
3. switch(config)# no install feature-set fcoe
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

FC/FCoE機能を無効にします。switch(config)# no feature-set fcoeステップ 2

機能セット FCoEをアンインストールします。switch(config)# no install feature-set fcoeステップ 3

Example

次の例は、スイッチの FCoEを無効にする方法を示したものです。
switch# configure terminal

switch(config)# no feature-set fcoe

switch(config)# no install feature-set fcoe

FCoEリンクの LANトラフィックの無効化
FCoEリンクの LANトラフィックを無効にできます。

DCBXを使用すると、スイッチから、直接接続された CNAへ LAN論理リンクステータス
（LLS）メッセージを送信できます。CNAへLLSダウンメッセージを送信する場合は、shutdown
lanコマンドを入力します。このコマンドにより、インターフェイスの VLANのうち、FCoE
に対応していないすべてのVLANをダウンできます。インターフェイスのVLANのうち FCoE
に対応している VLANでは、中断されることなくそのまま SANトラフィックを伝送できま
す。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface ethernet slot/port

3. switch(config-if)# shutdown lan

4. （任意） switch(config-if)# no shutdown lan
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet slot/portステップ 2

（注）

これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

インターフェイス上のイーサネットトラフィックを

シャットダウンします。インターフェイスが FCoE
switch(config-if)# shutdown lanステップ 3

VLANの一部である場合は、シャットダウンを実行
しても、その FCoEトラフィックに影響はありませ
ん。

インターフェイス上のイーサネットトラフィックを

再び有効にします。

（任意） switch(config-if)# no shutdown lanステップ 4

FC-Mapの設定

ファブリックの分離を維持し、FC-MAPのデフォルトを残すには、VLANへのVSANのマッピ
ング方式を使用することをお勧めします。

Note

対象となる Cisco Nexuxデバイスのファイバチャネルファブリックを識別するための FC-Map
を設定することにより、ファブリック間の通信に伴うデータの破損を防ぐことができます。

FC-Mapが設定されると、現在のファブリックの一部ではないMACアドレスがスイッチによっ
て廃棄されます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcmap fabric-map

3. (Optional) switch(config)# no fcoe fcmap fabric-map
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

グローバルFC-Mapを設定します。デフォルト値は、
0E.FC.00です。有効な範囲は、0E.FC.00～ 0E.FC.FF
です。

switch(config)# fcoe fcmap fabric-mapステップ 2

グローバル FC-Mapをデフォルト値の 0E.FC.00にリ
セットします。

(Optional) switch(config)# no fcoe fcmap fabric-mapステップ 3

Example

次に示すのは、グローバル FC-Mapの設定例です。
switch# configure terminal

switch(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

ファブリックプライオリティの設定
Cisco Nexusデバイスはプライオリティをアドバタイズします。ファブリック内の CNAでは、
このプライオリティを基に、接続先として最適なスイッチが決定されます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcf-priority fabric-priority

3. (Optional) switch(config)# no fcoe fcf-priority fabric-priority

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

グローバルファブリックプライオリティを設定し

ます。デフォルト値は 128です。有効な範囲は、0
（高い）～ 255（低い）です。

switch(config)# fcoe fcf-priority fabric-priorityステップ 2
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PurposeCommand or Action

グローバルファブリックプライオリティをデフォ

ルト値である 128にリセットします。
(Optional) switch(config)# no fcoe fcf-priority
fabric-priority

ステップ 3

Example

次に示すのは、グローバルファブリックプライオリティの設定例です。

switch# configure terminal

switch(config)# fcoe fcf-priority 42

ジャンボMTUの設定
次の例は、ジャンボMTUをサポートするようにデフォルトのイーサネットシステムクラスを
設定する方法を示しています。

switch(config)# policy-map type network-qos jumbo
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-fcoe
switch(config-pmap-c-nq)# pause no-drop
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 2158
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-default
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 9216
switch(config-pmap-c-nq)# exit
switch(config-pmap-nq)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input fcoe-default-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-default-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-default-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos jumbo

アドバタイズメント間隔の設定
スイッチ上で、ファイバチャネルファブリックのアドバタイズメント間隔を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fka-adv-period interval

3. (Optional) switch(config)# no fcoe fka-adv-period interval
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定しま

す。デフォルト値は 8秒です。有効な範囲は 4～ 60
秒です。

switch(config)# fcoe fka-adv-period intervalステップ 2

ファブリックのアドバタイズメント間隔を、デフォ

ルト値の 8秒にリセットします。
(Optional) switch(config)# no fcoe fka-adv-period intervalステップ 3

Example

次の例は、ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定する方法を示したものです。

switch# configure terminal

switch(config)# fcoe fka-adv-period 42
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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